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Ⅰ．はじめに
　要介護高齢者の増加や介護に対するニーズの多様化など介護福祉士に対する期待はますます増して
いる。利用者、家族、社会のニーズに応えられる福祉の中核人材としての介福祉士養成は急務であ
る。介護実習は、介護福祉士養成課程の中でも指定時間の多くを占め、介護現場において学んだ知
識、技術を実践する、介護福祉士養成課程において重要な要素である。介護実習における学生の成長
のためには、介護実習に関わる介護職員の、実習に関する意識を把握する必要がある。
Ⅱ．先行研究の検討
　介護実習指導に関する先行研究について概観する。介護実習指導に関しては、指導者の迷い、スー
パービジョンの方法、指導の展開といった指導内容についての先行研究は行われている。しかし、実
習指導者に絞った研究が多く介護実習に関わる介護職員を対象にした調査は少ない。介護実習の展開
において、実習生に関わるのは実習指導者以外の介護職員も含まれる。そのため、本稿は、より効果
の高い介護実習の展開のため、介護実習指導に関わる介護職員から、実習生に実習において学んで欲
しいこと、養成校に求めるもの、実習生に求めるもの等を調査した。
Ⅲ．研究目的
　介護実習において学ぶ内容として、「① 様々な生活の場における個々の生活リズムや個性を理解
した上で、個別ケアを理解し、利用者・家族とのコミュニケーションの実践、介護技術の確認、多職
種協働や関係機関との連携を通じたチームの一員としての介護福祉士の役割について理解する学習と
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すること ② 利用者の課題を明確にするための利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれを
踏まえた計画の修正といった介護過程を展開し、他科目で学習した知識や技術を総合して、具体的な
介護サービスの提供の基本となる実践力を習得する学習とすること」（厚生労働省　介護福祉士養成
課程における教育内容の見直しについて）と規定されている。また、本学専攻科福祉専攻では、介護
実習の手引きにおいて、目的を「学内で修得した介護福祉の専門的知識・技術・態度を統合し、実際
に施設や地域の現場で応用して、利用者の個別性を重視した総合的な日常生活の援助が出来る能力を
養う。介護福祉士の職業倫理を身につけ、介護専門職として自覚に基づいた行動ができるようにな
る。」としている。
　目標は、１．コミュニケーションをとり、利用者および職員と人間関係を築くことができる（コ
ミュニケーション）２．利用者とかかわり、利用者を総合的に理解しニーズを把握できる（利用者理
解）３．学内の介護技術・演習で学習した知識と技術を実践の場面から深める（日常生活の介護技
術）４．生活支援の方法としての介護過程を展開できる（介護過程）５．実習施設・機関の機能と役
割を理解できる（実習施設の役割と機能）６．介護福祉士の職務を理解し、チームワークおよび職種
間の連携・協働について理解できる（チームワークと連携）７．介護福祉士の職業倫理を理解できる
（倫理と態度）８．自己を客観視し、自己の課題を明確化するとともに自己理解を深める（自己覚
知）」と定めている。……
　実習契約において、施設に本学実習の方針等を説明し同意の上で実習を展開している。本研究で
は、上記の現状を踏まえ、実習生の指導に関わる介護職員が「どこに」「何に」優先順位を置いて介
護実習指導に当たっているか、意識の傾向を探ることを目的とした。
Ⅳ．研究方法
⑴調査対象
　A県内の介護実習施設19施設に対して、介護実習に関わる介護職員に対して返答を依頼する文書を
付けて、１施設につき５部の自記式質問紙を送付した。施設の内訳は特別養護老人ホーム５施設、施
設障害者支援施設5施設、グループホーム２施設、通所介護施設２施設、訪問介護事業所５施設であ
る。対象施設19施設のうち、回収は19施設であり、68人から有効回答を得た。（回収率71％）
⑵調査方法
　介護実習指導に関わる介護職員に対して、アンケートの目的、倫理的配慮を記載した書面ととも
に、アンケート用紙を郵送し、回収を行った。
⑶実施時期
　2018年10月～12月
⑷分析方法
　アンケートを集計、比較分析し、グラフから読み取れる結果として考察した。また、２群の差を比
較するためにカイ二乗検定を実施した。自由記述は、質的データ分析法を用いて分析した。
⑸倫理的配慮
　調査対象者には、本研究以外での目的には使用しないこと、集計されたデータは厳重に取り扱い、
各個人、施設名が特定されないことを明記した。本研究は、青森中央短期大学倫理審査委員会の審査
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を受け承認された。（第７号、平成30年９月27日）
Ⅴ．結果と考察
⑴アンケート結果の分析
　介護実習指導者資格保有者と一般介護職員の介護実習に関する意識の違いを表１に示す。双方とも
に介護実習の受け入れに対して否定的見解を持つものが一定数存在するが、介護実習に対して好意的
見解を持つものが大半であることが分かった。また、介護実習指導者は、実習受け入れの意義をとて
も感じているが54％に対して、介護職員は、とても感じているが44％と低い傾向が見られた。上記の
結果から、介護実習指導者資格のある介護職員は、一般の介護職員より介護実習の意義を強く認識し
ていることが示唆された。
図１　介護実習受け入れの意義（介護実習指導者 Ｎ=43)(介護職員 Ｎ=25）
　以下に、介護実習で学ぶべき知識、技術を列挙する。①身体介護技術②心理的ケア③認知症ケア④
介護過程の展開⑤ケアプラン・ケアマネジメントの知識⑥福祉制度の理解⑦医療的ケア⑧記録技術⑨
レクリエーション・アクティビティケア⑩コミュニケーション技術⑪リスクマネジメント⑫緊急時の
対応⑬接遇の知識・技能⑭チームケア⑮職業倫理⑯社会人マナーである。以上の項目を、介護実習と
養成校どちらでより重きをおいて学ぶかを調査内容とした。調査票では、16項目を「介護実習で学ん
で欲しいことは何か」と「養成校で学んで欲しいことは何か」の設問に対して、強く思う、思う、あ
まり思わない、思わない、の４段階回答とした。
図２　身体介護技術（Ｎ=68）
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身体介護技術においては、介護実習、養成校ともに、思う、強く思うが大半を占めている。しかし、
強く思うは介護実習が39％、養成校が28％と10％近い差を示した。
図３　心理的ケア（Ｎ=68）
　心理的ケアは、介護実習では強く思うが60％、養成校では42％と18％の違いを示した。また、あま
り思わないは養成校では４％を示した。心理的ケアは、実習で学ぶべき介護として重きを置かれてい
ることを示している。
図４　認知症ケア（Ｎ=68）
　認知症ケアは、強く思うが介護実習では60％、養成校では45％と15％の差を示した。
図５　医療的ケア（Ｎ=68）
　医療的ケアは、介護実習、養成校ともに、あまり思わない、思わない、を足した数値として15％を
示した。また、介護実習では、強く思うが15％と他項目より低い数値を示した。介護実習で学ぶ内容
として、医療的ケアの優先度が低いことを示唆している。
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図６　介護過程の展開（Ｎ=68）
　介護過程の展開においては、思うが67％と同率であり、強く思うが、介護実習30％、養成校27％と
ほぼ同じ数値を示した。
図７　ケアプラン・ケアマネジメント（Ｎ=68）
　ケアプラン・ケアマネジメントの知識では、介護実習において学ぶ内容として、思わない、あまり
思わない、を合わせて17％であり養成校の９％の約２倍の数値を示した。
図８　福祉制度の理解（Ｎ=68）
　福祉制度の理解においては、介護実習では思わない、あまり思わないが19％と他の項目より高い数
値を示した。また、介護実習では強く思うが12％と他項目より低い数値の傾向を示した。
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図９　記録技術（Ｎ=68）
　記録技術は、介護実習では思わない、あまり思わない、を合わせて11％であり養成校の３%の４倍
近い数値であった。また、介護実習では強く思うが25%であり養成校の40%より15％少ない。記録技
術の学びとして、実習よりも養成校への期待が伺える。
図10　レクリエーション・アクティビティ（Ｎ=68）
　レクリエーション・アクティビティにおいては、介護実習であまり思わないが４％であり養成校の
９％の半分の数値であった。
図11　コミュニケーション技術（Ｎ=68）
（注）カイ二乗検定の結果、差は有意であった…有意差P<0.05
　コミュニケーション技術においては、介護実習、養成校ともに、思う、強く思うが大半を占めてい
る。しかし、強く思うは、介護実習が75％、養成校が54％と20％近い差を示した。コミュニケーショ
ン技術に関しては、介護実習で学ぶ項目としての意識が伺える。
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図12　リスクマネジメント（Ｎ=68）
　リスクマネジメントにおいては、介護実習と養成校の優先度の差はほぼ見られない。
図13　緊急時の対応（Ｎ=68）
　緊急時の対応は、介護実習と養成校の優先度の差はほぼ見られない。あまり思わないが、介護実
習、養成校ともに20％近い数値であり、緊急時の対応については優先度が低い傾向である。
図14　接遇（Ｎ=68）
　接遇は、介護実習、養成校ともに強く思うが40％以上である。
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図15　チームケア（Ｎ=68）
　チームケアは、介護実習ではあまり思わないが９％と養成校の９倍の数値を示した。
図16　職業倫理（Ｎ=68）
　職業倫理に関しては、介護実習では、あまり思わないが７％であり養成校の２倍の数値を示した。
図17　社会人マナー（Ｎ=68）
　社会人マナーにおいては、思わないとの返答は介護実習、養成校共に皆無であった。養成校では、
強く思うが64％であり介護実習より10％ほど高い。
　以上の内容から、介護実習指導に関わる介護職員が、実習で学ぶことに重きをおいている介護とし
て、身体介護技術、心理的ケア、認知症ケア、コミュニケーション技術があり、養成校で学ぶことに
重きを置いている介護として記録技術、社会人マナーだと示唆された。
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⑵自由記述の分析
　自由記述のデータを、質的データ分析法を用いて、コード化しさらにコードを整理し分類、整理、
統合しサブカテゴリー、カテゴリー化した。その結果、４つのカテゴリー、８つのサブカテゴリー、
25のコードが抽出された。以下、本文では、[カテゴリー]「サブカテゴリー」（コード）を括弧表記
する。
表１　介護実習の影響
介護職を選ぶ人は減少してゆく現状
の中、介護を学ぶ実習生は宝である
指導する職員の指導力や行動力が身
に付き、成長過程となっている
実習でしか出来ないことを期間内で行
えるよう努めていきたい
実習とその後の学習の結びつきが明
確ならば、より具体的な内容を指導出
来るので、実習して欲しい(させて欲し
い)内容を明確にして欲しい
電話連絡や実習前後の来園など、こ
まめに連携をとってくれる
実習生がどのような生徒か知りたい。
事前に学生が苦手な事なども知って
おきたい
基本的なあいさつや、実習に対する
意欲社会人のマナー等、実習前の指
導をお願いしたい
サブカテゴリー コード 代表的なデータ
人材づくりに協力
指導する職員の成長
実りのある実習
実習に求める内容の明確化
こまめな連携
学生の事前情報
実習前の指導
養成校への希望
実習への希望
介護実習に望む
もの
カテゴリー
　カテゴリー[介護実習の影響]からは、２つのサブカテゴリー、７つのコードが抽出された。「介護
実習生の良くない影響」では、（介護職員の負担）と（実習指導者の負担）が抽出された。業務量の
増大や指導に費やす時間が負担となっている。また、実習生の存在は、（利用者の混乱）を招く場合
もあるが、（利用者に良い刺激）をもたらすこともある。「介護実習生の良い影響」では、（職員の
成長）や（ケアの振り返り）によって、受け入れ施設の介護の質向上という副次的効果をもたらす。
また、本来の目的の一つである（介護の人材確保）の効果がある。
表２　介護実習に望むもの
介護職を選ぶ人は減少してゆく現状
の中介護を学ぶ実習生は宝である
実習生受け入れは良い機会。指導す
る職員の指導力や行動力が身に付
き、成長過程となっている
実習でしか出来ないことを期間内で行
えるよう努めていきたい
実習とその後の学習の結びつきが明
確ならば、より具体的な内容を指導出
来るので、実習して欲しい(させて欲し
い)内容を明確にして欲しい
電話連絡や実習前後の来園など、こ
まめに連携をとってくれる
実習生がどのような生徒か知りたい。
事前に学生が苦手な事なども知って
おきたい
基本的なあいさつや、実習に対する
意欲社会人のマナー等、実習前の指
導をお願いしたい
サブカテゴリー コード 代表的なデータ
人材づくりに協力
指導する職員の成長
実りのある実習
実習に求める内容の明確化
こまめな連携
学生の事前情報
実習前の指導
養成校への希望
実習への希望
介護実習に望む
もの
カテゴリー
　カテゴリー[介護実習に望むもの]からは、２つのサブカテゴリー、７つのコードが抽出された。
「実習への希望」では、（実りのある実習）により（人材づくりに協力）することを希望している。
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実習により（指導する職員の成長）を望んでいる。「養成校への希望」では、受け入れ前に（実習前
の指導）や（学生の事前情報）を希望している。実習開始後は、（こまめな連携）を行い、（実習に
求める内容の明確化）による効果の高い実習展開を望んでいる。
表３　姿勢・態度
言葉使いやなまり、コミュニケーション
で戸惑うため、いろいろな話題の引き
出しを持っていてほしい
年長者への敬語と節度を守って欲し
い
目上の方であることを忘れず、しかし
表情がこわばっていてはいつまでも
距離が縮まらない
コミニュケーション能力が低い所が見
え、利用者とのやり取りから何かを感
じ取る能力が低くなってきている
学びたいと思う人と、とりあえず来てい
る人の差がとても激しい
カテゴリー
コミニュケーション能力の低下
学生による意欲の差
適切な言葉使い
ほど良い距離感
姿勢、態度
実習生の態度・
姿勢
サブカテゴリー コード 代表的なデータ
コミニュケーションの大変さ
利用者に対する
姿勢、態度
　カテゴリー[姿勢・態度]からは、２つのサブカテゴリー、５のコードが抽出された。「利用者に対
する姿勢、態度」として（コミュニケーションの大変さ）の中、適切な言葉使いにより（程よい距離
感）を持つことを望む。「実習生の態度、姿勢」は、（学生による意欲の差）と（コミュニケーショ
ン能力の低下）を感じている。
表４　実習の学び
支援方法が違うと、学んだ事と違う為
か混乱する場面がある
積極性がある方と無い方の差がある
基礎の技術は学んでいる為、基本的
な事は出来ている
誤字の確認、漢字を使用して欲しい
幼稚な言葉遣いはせず、学んだこと、
疑問点、質問等簡潔に記入する
感想文になっていて、自分が行った
技術や学んだ事の記載がないと振り
返った時に何を学んだのかがわから
ない
代表的なデータサブカテゴリー コード
実習記録
誤字・脱字
記録としての体裁
感想文・作文
支援方法の違い
学生による意欲の差
基礎力
生活支援技術
カテゴリー
実習の学び
　カテゴリー[実習の学び]からは、２つのサブカテゴリー、６つのコードが抽出された。「生活支援
技術」では、実習生は（基礎力）は身についているが施設、利用者によって（支援方法の違い）があ
り戸惑うことがある。また、（学生による意欲の差）を感じている。「実習記録」では、（誤字・脱
字）や（感想文・作文）に留まっている記録があり（記録としての体裁を整えた実習記録にする必要
がある。
Ⅵ．まとめ
　今回の調査では、介護実習における受け入れ側である実習指導に関わる職員の意識を捉え、今後、
実習指導の課題を明らかにしていく目的で行った。そのため、実習生、養成校にどのようなことを感
じ、求めているか設問を通して具体的意識の調査を行った。その結果、得た知見を以下に述べる。
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①　介護実習に関わる介護職員は、介護の様々な知識、技術に対して、介護実習で学ぶ内容、養成
校で学ぶ内容の優先度について異なる認識をしている。
②　介護実習の受け入れに対して意義を感じているが、実習生のもたらす良くない影響も認識して
いる。
③　実習生に対して実習にふさわしい姿勢、態度を求め、養成校には連携と送り出しに対する指導
を望んでいる。
Ⅶ．本研究の限界と今後の課題
　本研究は、介護実習指導に関わる介護職員に対する調査であったため、実習生が介護実習に持つ意
識との比較は行っていない。また、養成校教員が、実習施設で特に何を学ばせたいかを調査し、比較
検討を行うことで新たな知見を得られる可能性がある。また、本研究は、A県内の介護施設に対して
の調査であるため、全国的な調査を行うことで結果に地域性の違いが生じる可能性がある。今後の課
題としたい。
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